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この研究について研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障と

なる事項を除いたうえでお知らせすることができます。研究に利用する患者さんの情報に関しては名前・住所など患者さん個人を特定でき

る情報は削除して管理いたします。また研究結果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用

いたします。

上記の研究に診療情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

亘理郡山元町高瀬字合戦原100 　電話番号:0223−37−1131

2023年4月1日～2025年1月31日までA病院へ入院し、転倒転落発生事例の報告のあった患者延べ705名

利用するカルテ情報

①対象となる患者の主病名および身体的・精神的状態
②転倒転落発生の要因として考えられる、患者周囲の環境（離床センサー活用の有無を含む）
③転倒転落アセスメントシートの記載内容及び看護計画

当院は主に内科的疾患、神経難病、脳血管疾患及び重症心身障害児（者）等が入院している。
入院患者の多くは身体機能低下及び認知機能低下がみられ、転倒転落事例の発生も多い状況にある。
そこで、転倒転落事例発生の状況について、要因分析し取り組むことで転倒転落事例の発生の減少につながると考える。

当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は患者さんの診療情報を用いて行います。このような研究は厚生労働省・文部科学

省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和3年厚生労働省・文部科学省・経済産業省　告知第１号）の規定によ

り研究内容の情報公開をすることが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら以下のお問い合わせ先へご

照会ください。

臨床研究に関する情報

対象となる患者さん

A病院での転倒転落減少に向けた取り組みの効果と今後の課題

齋藤邦彦　（看護部長室・医療安全管理室）


